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成長したと思える行事に 
昨年度、一昨年度と、東谷中学校にたくさんの方が視察に来られました。県内だけでなく、

静岡県、石川県、三重県、高知県等全国から、みなさん（東谷中学校生徒）の学校生活の様子

を見に来られました。みなさんが日々送っている学校生活は、一つのモデルとなり、同じよう

な取組をする学校が、日本のどこかに誕生しているかもしれません。  

東谷中学校の良いところは、生徒が常に「切り替え」を意識し、今やるべきことに集中して

いるところだと思っています。そのことが、視察に来られた方にも伝わっていると嬉しいで

す。 

来月にもたくさんの方が視察に来られることになっています。今回は千葉県から、今までに

ない規模の集団で来られます。学校としてはとても名誉なことですが、私たち（生徒・先生）

は、それに恥じない学校生活を日々送っていきたいものです。  

さて、来週月曜日から、２年生のトライやる・ウィークが始まります。再来週には、１年生

の野外活動、３年生の修学旅行が行われます。目前に迫った各学年の行事も、みなさんならき

っと、自分の成長につながる有意義なものにできるはずだと思っています。 

これまでの学習の成果を発揮しよう 

 １学期に行われる各学年の行事は、全て活動場所が校外です。このことに大きな意味があり

ます。今、学校教育に求められているのは、「何を知っているか」ではなく、知っていること

を使って「何ができるか」ということです。各学年の行事は、この力を試す絶好の機会となり

ます。学校以外の場所で発揮できてこそ、本当の実力だと言えます。 

 ぜひ、先生や周りの友達に頼らず、自分の知っていること、できることを使って、答えを探

し、行動してみてください。 

 

２年生トライやる・ウィーク 

逢坂先生は、「感謝」「地域に学ぶ」「他を認める」を意識

するようにと、２年生に伝えていました。 

地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」こそ、自分の力を試す絶

好の機会です。活動中に最も意識しておいてほしいことは、「主

体性」を発揮することです。いくらまじめに活動しても、指示さ

れなければ何もしないのでは、自分の力を発揮したとは言えませ

ん。そんな活動では、充実感もなければ成長もありません。指示待ち人間になってはいけな

いのです。 

自分の行動に責任を持ち、しっかりと自分で考えて行動することができたなら、きっと充

実感があるだろうし、事業所の方からもよい評価をいただけると思います。そうして得られ

た達成感ややりがいは、普段の学校生活では味わうことができないような大きなものとなり

ます。そういう経験こそが、将来につながる意味のある経験となるのです。 

 

１年生 野外活動 

「３１８人で動く大変さを理解してほしい」は、帯刀先生の願いです。  

そう言われれば、３１８人で移動するときにどれくらいの時間がかかるのか、誰にもわかり

ません。集合するのにかかる時間も同じです。早くするのも遅くするのも自分たち次第です。   

今、１年生は東谷中学校のルールを身につけている真っ最中です。靴を揃えることも、この

ところは注意されなくても、自分で意識してできるようになりました。中学校には、いろいろ

なルールがありますが、それらの持つ意味を理解することが大切です。なぜそれをしているの

かがわかる人は、学校を離れたところでも、学校と同じような行動がとれるはずです。 

もちろん、校外での活動なので、学校と同じようにはできないこともあります。そんな時

は、仲間と話し合い、協力し合って問題を解決してください。そして、野外活動を通して、自

分たちの行動次第で集団は良くも悪くもなるということを学んでほしいと思います。 

 

３年生 修学旅行 

﨑山先生は、一人ひとりの生徒に「行ってよかった」「成長した」と言える修学旅行

にしてほしいと思っています。   

  修学旅行に対する考え方は、以前と比べるとずいぶん変わっ

てきました。年々、体験や学習が重視されるようになっていま

す。今回の修学旅行でも、長崎市内班別行動を行いますが、今ま

での修学旅行より一歩踏み込んだ活動になっています。自分た

ちが決めた学習テーマに沿って見学地を決めています。ただ見

るのではなく、目的を持って見学することになります。  

事前に学習したことと実際に目にするものとでは、「何が同じで何が違うのか」「新しく発

見したことは何か」「そこから何を感じたのか」等、それらをまとめ、話し合い、自分の言葉

で表現できるようになると学習は深まります。また、感動するような発見や出会いがあれば、

最高の体験となり、学習はさらに深まります。 

 修学旅行では、班別行動以外にも様々な活動があります。特に、民泊は、貴重な体験になる

でしょう。この間は、お客さんとして過ごすのではありません。家族の一員として過ごし、家

業にも従事します。日常とは全く違う環境で生活することで、自分がどんな人間なのかがわ

かるようになります。自分自身の意外な一面に気づくこともあると思います。  

修学旅行を充実したものにすれば、「成長した」自分と出会えるかもしれません。 
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